
図 2 磁気光学 3D ディスプレイでの比較 

人人工工磁磁気気格格子子とと応応用用  

Artificial Magnetic Lattices and Applications 

豊豊橋橋技技科科大大		 ○○井井上上  光光輝輝  

Toyohashi Univ. Tech.  ○Mitsuteru INOUE 

E-mail: inoue@tut.jp 
 
1. ははじじめめにに 

既存の磁性体に人為的構造を導入した人工

磁気格子（Artificial Magnetic Lattice: AML）は、

磁気を伴う様々な波動に新たな磁気的機能を

与える。光波（電磁波）の伝搬を制御する磁性

フォトニック結晶(1)や体積磁気ホログラム(2)、

構造を制御したラビリンス磁区(3)はその一例

である。磁性体固有のスピン波や静磁波の伝搬

を制御するマグノニック結晶(4)もまた、AML の

仲間である。本講演では、磁性ガーネット薄膜

や合金薄膜における AML の基本的な性質につ

いて述べた後、光制御 AML(1)を用いた磁気光学

3 次元（3D）ディスプレイ(5)や体積磁気ホログ

ラム情報ストレージ(2)について紹介する。 
 
2. AML のの例例 

光制御 AML として、例えば、図 1 に示す磁性

ガーネット薄膜を用いたマイクロキャビティ

では、特定波長で高い光透過率と大きなファラ

デー回転角を示す材料構造が設計でき、2 次元

体、3 次元体でも同様に考えることができる。

これはスピン波の導波制御にも利用できる。 
 
3. AML のの応応用用 

図 1 の性質を使って、応用システムの性能を

向上できる。図 2 は、3D ディスプレイの媒体

にアモルファス TbFe 膜を用いたもの（右図）

と図 1 の AML を用いたもの（左図）との再生

像を比較したものである。AML を用いたもの

では、100cd/cm2 に達する輝度が得られる。 
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図 1 光 AML：磁性ガーネットベースのマイクロ
キャビティの特性、断面図、光局在状態 
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